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　これまで３回にわたって、ラス
タータイルの基礎知識や劣化事
例、中性二相洗浄剤や酸性洗浄剤
を用いた、実際に現場で行われて
いる洗浄方法をご紹介してきまし
た。ラスタータイルのデリケート
さ、対応の難しさ、ご理解いただ
けたのではないでしょうか？？
　その総まとめとして、最後に、
大切な経年管理についてお伝えし
たいと思います。

　先日、かつて洗浄作業を行った
ことのある建物の前を通りかかり
ました。すると、あれ？ ラスター
タイルの建物だったのに、単なる
磁器質施釉（白色）になっちゃっ
てる？ どうしたんだろ？？ 車を
停めて建物に近づいてみました。
　上の写真がその建物なのです
が、こちらは今をさかのぼること
20年前、竣工後２年が経過した
段階で洗浄を依頼されたことのあ
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街の風景に潜む、
ＮＧな外装メンテを撲滅せよ！

東京外装メンテナンス協同組合（ＴＥＣ）
理事　本多正彦
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［訂正］2014年12月号本連載のテーマ「酸性洗浄剤でも、ラスタータイルは洗浄できます。」は、正しくは 
　　　 「酸性洗浄剤を使ってラスタータイルを洗浄するには。」となります。お詫びし、訂正いたします。

る物件です。当時は中性二相洗浄
剤を使用して、洗浄後はきっちり
とすすぎ洗いを行って大成功！　
竣工当初の美観に回復させ、高い
評価をいただいた現場でした。
　洗浄施工後、経年管理の提案を
していましたが、オーナー様から
は「予算的な問題もあるから、と
りあえず汚れが目立つようになっ
てからでいいよ。必要になった
ら、こちらから声をかけるよ！」
というお返事でした。
　「ラスタータイルは、汚れが目
立ってきてからでは遅いんです。
強い洗浄剤を使用しなければなら
なくなり、それではタイルを傷め
てしまうのです」と訴えながら、
その後幾度かご提案を行いました
が、残念ながら受け入れていただ
けず、そのうち徐々にお話が断ち
切れてしまった……という経緯の
ある建物だったのです。
　そして今回、久々の対面となっ
たわけですが、なんということで

経年管理について

以前はキラキラと輝くラスタータイルの外壁でしたが、現在は光
沢が失われ、単なる白色の施釉磁器質タイル（つや消し）のよ
うに見えます。

症状
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　建物はエイジングにより、いず
れは朽ち果てていきます。その進
行をできる限り遅らせて延命させ
るためには、定期的になんらかの
手を加えなければなりません。そ
うしないと当初の設計思想はおろ
か、“スラム化”に向けて予想以上
に加速していきます。
　その結果、最終的にはその上に
何かを貼り付けるか、または塗り
つぶすかといった手段しかなく
なってしまいます。
　前者はアルミパネルなどを貼り
付けるのですが、高コストです

（修復事例〔１〕）。おそらく「こ
んなことなら定期的な洗浄を行っ
ていればここまで予算を割く必要
はなかったのでは？」と後悔され

しょう！ その変わり果てた姿に
ボクは唖然としてしまったので
す。とりあえず、日当たりの良い
面に移動してみました。すると部
分的にラスター釉の輝きを見るこ
とはできました。しかし、劣化が
激しく斑が顕著です（左上写真）。
　いったい何が起きたのでしょ
う？　近づいてみます。何かを投
げつけたような？　いえ、拭き殴
ったような跡が見えます。ボクの
見立てでは洗浄剤の選定ミスによ
るラスター釉の損傷です。ラスタ
ータイルの建物が台なしです！
　こんなことにならないためには
洗浄のプロセスやその長所、短
所、すべてを理解している業者に
託すべきです。あ～、ごめんよぉ、
キミを守ってあげることができな
かった、もっと建物オーナーに食
い下がればよかった！ いや、そ
うじゃなくて、断られても定期的
に提案しつづけなければならなか
った！　そんなことを言ったとこ
ろで、もはや後の祭りなのです。

【まとめ】ラスタータイルは非常にデリケートで、傷んでしまってから修
復はできません。早めのサイクルでメンテナンスを行えば、タイルに悪
影響を及ぼさない洗浄剤、洗浄法で維持が可能です。また、メンテナン
スの頻度に応じて、現状を把握しやすく、症状も見極めやすくなります。
だからこそ、定期的な経年管理が必要なのです。

管理を怠ると、行き着く先は
るのではないでしょうか？
　後者は塗装を施すので比較的リ
ーズナブルかもしれませんが、決
して美観が回復するわけではあり
ません（修復事例〔２〕）。塗装は
表面劣化の進行が速く、チョーキ
ング（白亜化現象）［注］を引き起こ
してしまうので、洗浄を行っても
斑が発生してしまう代物です。な
のでそれこそきちんと管理（頻繁
な塗り替えなど）をしなければ、
荒
すさ

んだ雰囲気までも生み出されて
いきます。それも建物の“味”とし
て割り切ればよいのでしょうか？
　ラスタータイルのご相談は、な
んなりと東京外装メンテナンス協
同組合まで！　次回はステンレス
についてお話しする予定です。

日光に当たっている壁面
〔前ページ写真と同じ建物〕

部分的に輝きが見られる（釉が残る
部分のみ反射率が高いため）。中央か
ら左にかけて拭き班が顕著

外装メンテはプロに
ご相談ください！ 東京外装メンテナンス協同組合（ＴＥＣ） TEL.03-3252-0363http://garakuri.com/

劣化したラスタータイルの修復事例

〔１〕建物3階より上部がセットバック　　
　    （後退）した構造のため、２階上部で
　   見切り、１～２階部分のラスタータイ
　　ルをアルミパネルでカバーした事例。
　　3階から上部はラスタータイルのまま

〔２〕タイルの表面に塗装を施した事例。
　   塗装によって資産価値が上がったと　   
　   は到底思えない。なお、塗装は表面
　　劣化が早いため、より頻繁なメンテ
　　ナンスが求められる

［注］表層樹脂の劣化で塗料の中の顔料がチョー
クのような粉状になり、消耗していく状態をいう。




